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れた。さらに牽引力が強大な場合 lこは，それらの変化はいよいよ評 r:!fJ で，下顎骨骨髄の線維化さえも
うかがわれた口
以上の成績ーから， 著者は顕11I目装置で成長発育中の下顎前史忠者を治療した際， 下顎骨の後方転位
と，変形を招来し，校今異常: ~こ伴う商梢および下顎頭の外傷による病的状態が，下顎骨の以後の成長
発育に多少とも影響して治癒におもむくのではあるまいかと推論し， さらに向一科書百正治療町一の過大矯
正力を警告している口
以上本論文は，願11I目装置による下顎前突患者の治癒機序の一端を明らかにしたもので，世"1 学特に N~­
科矯正臨床に貢献するところ大である。
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